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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置と停止階入力部とを備えた操作盤と、各種のセンサおよび前記操作盤と接続さ
れ、前記表示装置に情報を表示させる制御部とを備えたエレベータのかご内の情報表示装
置であって、
　前記表示装置は、表示装置の全画面を表示領域とする第１表示画面と、上下に分割され
た第１の表示領域と第２の表示領域とから構成される第２表示画面とを表示可能であり、
　前記制御部は、前記第１表示画面では現在位置表示と移動方向表示と停止予定階表示と
を表示させ、予め設定された入力信号に基づいて、前記第１表示画面から第２表示画面に
変更し、前記第１表示画面に表示されていた内容を前記第１の表示領域に向かって徐々に
圧縮表示させ、前記第２の表示領域に前記入力信号に関連する情報を表示させることを特
徴とするエレベータかご内の情報表示装置。
【請求項２】
　前記請求項１記載のエレベータかご内の情報表示装置において、
　前記表示装置は、出入口を備えた壁面で、かつ、出入口の片側の上方に、その表示領域
を縦長とする姿勢で設置されていることを特徴とするエレベータかご内の情報表示装置。
【請求項３】
　前記請求項２記載のエレベータかご内の情報表示装置において、
表示装置は、出入口側の視野角は出入口側と対向する側の視野角より大きいことを特徴と
するエレベータかご内の情報表示装置。
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【請求項４】
　前記請求項１から３記載の何れかのエレベータかご内の情報表示装置において、
　前記第１表示画面は、この第１表示画面の片側に現在位置表示と移動方向表示とを表示
し、他の片側に停止予定階表示を表示、この第１表示画面の下方にガイダンスを表示させ
ることを特徴とするエレベータかご内の情報表示装置。
【請求項５】
　前記請求項４記載のエレベータかご内の情報表示装置において、
　前記停止予定階表示は、前記操作盤で操作された停止予定階を１つのブロック形状で表
示するとともに、複数の前記停止予定階の操作にともなって上下方向に積層表示し、
予め設定された操作数を超えた場合は、現在位置に近いブロック形状を現在位置より遠い
ブロック形状より大きく表示することを特徴とするエレベータかご内の情報表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エレベータの情報表示装置に係り、特に、エレベータかご内の各種の情報を
表示する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、エレベータのかご内には、出入口の片側に操作盤を設け、この操作盤に設けられ
る階操作ボタンを操作することで、その階操作ボタンが点灯して、停止階を登録するとと
もに、登録した停止階を表示する構造としている。また、大型のエレベータでは、出入口
の上部に複数の階表示点灯部からなる停止階表示部を設けて、操作盤で指示される停止予
定階やかごの現在位置を表示する構造としている。
【０００３】
　しかし、これら従来例では、停止予定階とかごの現在位置が分かりずらい課題がある。
そこで、出入口の上部の停止階表示部に代えて情報表示部を設けて、この情報表示部に次
の停止階を文字情報として表示する提案がなされている。また、操作盤の上部に情報表示
部を新たに設けて、次の停止階や各種の情報を表示するものが提案されている。
【特許文献１】特開平６－２６３３４４号公報
【特許文献２】特開平１１－２２２３６２号公報
【特許文献３】特開２００４－３０７１２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この種のエレベータにあっては、利用者が操作盤で指示する停止予定階と、かごの現在
位置を利用者に分かりやすく知らせることが重要である。この意味で、従来の複数の階操
作ボタンや階表示点灯部を点灯させる技術に代えて文字表示などが可能な情報表示部を設
けることは有効である。
【０００５】
　しかし、従来例では、停止する予定階と現在位置とが出入口上部と操作盤の上部に分散
して表示されるため、利用者にとって分かりずらい課題がある。
【０００６】
　そこで、この発明の目的は、１つの情報表示装置に、停止予定階とかごの現在位置およ
び各種のサブ情報を効率よく表示できるエレベータかご内の情報表示装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明では、表示装置と停止階入力部とを備えた操作盤と
、各種のセンサおよび前記操作盤と接続され、前記表示装置に情報を表示させる制御部と
を備えたエレベータのかご内の情報表示装置であって、前記表示装置は、表示装置の全画
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面を表示領域とする第１表示画面と、上下に分割された第１の表示領域と第２の表示領域
とから構成される第２表示画面とを表示可能であり、前記制御部は、前記第１表示画面で
は現在位置表示と移動方向表示と停止予定階表示とを表示させ、予め設定された入力信号
に基づいて、前記第１表示画面から第２表示画面に変更し、前記第１表示画面に表示され
ていた内容を前記第１の表示領域に向かって徐々に圧縮表示させ、前記第２の表示領域に
前記入力信号に関連する情報を表示させる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、１つの情報表示装置に、停止予定階とかごの現在位置および各種のサ
ブ情報を効率よく表示できるエレベータのかご内の情報表示装置を提供することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図１から図８を用いて本実施の形態に係るエレベータシステムを説明する。なお
、同一部位や方向などは同一符号を持って示し、重複した説明を省略する。
【００１０】
　先ず、図１を参照して、この発明に係るエレベータかご内の情報表示装置を説明する。
図１は、この実施の形態に係るエレベータシステムを模式的に示したシステム構成図であ
る。
【００１１】
　図１において、この実施の形態では、ネットワーク５０に公衆電話回線を介して接続さ
れるセンタ５１と、このセンタ５１に前記ネットワーク５０を介して接続される複数のビ
ル１００とから構成される。ここでは、説明を簡単にするためにビル１００を１個で図示
している。
【００１２】
　前記センタ５１は、図示しない複数のサーバを備えた管制制御装置を備え、個々のビル
１００や各種の図示しない情報提供システムから情報を入手して、前記個々のビルや全ビ
ルに対して情報を提供したり、あるいは、エレベータのメンテナンス作業者に対して情報
を提供することができる。
【００１３】
　前記ビル１００は、複数のエレベータ塔１３０と、この複数のエレベータ塔１３０に隣
接したエレベータフロアーに設置される複数のフロアー装置１５０と、複数の前記エレベ
ータ塔１３０とフロアー装置１５０を統括制御するエレベータ制御装置１１０とから構成
される。なお、説明を簡単にするために、図１においては、前記エレベータ塔１３０とフ
ロアー装置１５０を１個で図示している。
【００１４】
　前記エレベータ塔１３０は、その上部に駆動モータ１３１と昇降速度を制御する調速機
１２５とを含む昇降装置１３２とを備え、この昇降装置１３２にロープを介してかご１６
０が吊り下げられている。このエレベタ塔１３０とかご１６０及びその近傍には各種のセ
ンサが設置され、これらセンサは前記エレベータ制御装置１１０に接続されている。
【００１５】
　前記かご１６０には、出入口１６１の片側に表示装置１６３と入力装置１６４とを含む
操作盤１６２が設けられている。この操作盤１６２は、各種の情報を表示する表示装置１
６３と、利用者が操作する階操作ボタンなどを含む入力装置１６４と、この入力装置１６
４と前記表示装置１６３とを制御するかご制御部１６５とを含んで構成される。また、こ
の操作盤１６２は、出入口１６１の片側の中央から天井面まで届く位置に帯状に設けられ
ており、表示装置１６３を備えた表示パネルと、入力装置１６４を備えた入力パネルとを
含む上下に分割される複数のパネルで構成される。
【００１６】
　なお、この実施の形態では、表示装置１６３の表示制御を前記統括制御部１１１で行っ
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ているが、かご制御部１６５で行うようにしても、あるいは、両制御部で分担して行うよ
うにしてもよい。
【００１７】
　前記フロアー装置１５０は、上下方向の行先を指定する一対のボタンから構成される呼
出ボタン１５１と、到着を知らせる到着表示部１５２とから構成される。
【００１８】
　前記エレベータ制御装置１１０は、ビル内のエレベータシステム全体を統括制御する統
括制御部１１１と、各種のデータを格納する記憶装置１１２と、電源部１１３と、前記セ
ンタ５１などと接続するための通信装置１１４を含んで構成される。ここで、前記エレベ
ータ制御装置１１０は複数のセンサーと通信回線を介して接続される。図１に示すエレベ
ータ制御装置１１０において、点線で示す各種センサは、説明を分かりやすくするために
、制御装置内に図示したが、実際的には、エレベータ塔１３０や、このエレベータ塔１３
０が設置されるビル１００内、あるいはセンタ５１などに設置される。この実施の形態で
は、エレベータ等１３０内におけるかご１６０の現在位置を検出する位置検出器１２０と
、かご１６０内の積載重量を検知する重量センサ１２１と、出入口１６１の開閉を検知す
る開閉センサ１２２と、ビル１００内に設置される火災センサ１２３と、ビル１００やセ
ンタ５１内に設置される地震センサ１２４と、かご１６０の移動速度を調整する調速機が
このエレベータ制御装置１１０に接続されている。
【００１９】
　そして、この実施の形態に係るエレベータシステムの大きな特徴の１つは、かご１６０
内で提供する各種の情報を前記表示装置１６３に一括表示することにより、利用者に目線
移動をさせることなく各種の情報を提供できるようにした点にある。即ち、従来のエレベ
ータのかご内に設置される表示装置は、次に止まる階の情報を文字情報として表示してい
るものの、この表示装置に全ての情報が表示されないために、操作盤の階操作ボタンや停
止階表示部の点灯を確認しなければならない。この実施の形態では、これら従来例の課題
を解決することができる。しかも、この表示装置１６３に多くの情報を表示させることが
できるので、他の表示装置を設ける必要がないので、コスト面を押さえて、構造も簡単に
することができる。
【００２０】
　また、この実施の形態の他の大きな特徴１つは、前記表示装置１６３に、全画面を表示
領域とする第１表示画面２００と、上下に分割された第１の表示領域３０１と第２の表示
領域３０２から構成される第２表示画面３００とを表示可能とすることで、必要な情報を
使用状態に合わせて見易く表示可能とした点である。
【００２１】
　具体的には、前記エレベータ制御装置１１０は、通常の表示では第１表示画面２００を
表示し、この第１表示画面２００では、かご１６０の移動方向表示２０１と、現在位置表
示２０２と、停止予定階表示２０４と、ガイダンス表示２０３とを大きく表示させる。そ
して、前記エレベータ制御装置１１０は、センサなどからあらかじめ設定された入力信号
を受け付けると、前記第１表示画面２００から第２表示画面３００に変更し、前記第１の
表示領域３０１に前記第１表示画面２００の内容を圧縮表示させ、前記第２の表示領域３
０２に前記入力信号に対応した情報３０３を表示する。この図１では、出入口１６１のド
ア開放時間をグラフィック的に表示した状態を示している。
【００２２】
　これにより、利用頻度の高い情報を常に表示し、特定の使用状態でのみ必要な情報をそ
の状況に合わせて表示することができる。この実施の形態では、操作盤１６２に設けた図
示しない開放延長ボタンが操作されたり、加重センサ１２１から重量超過の入力信号を受
け付けたり、あるいは、地震センサ１２４から規定値を超える入力信号を受け付けると、
前記第１表示画面２００から第２表示画面３００に切り替えて、これら入力信号に関連す
る情報３０３を第２の表示領域３０２に表示させる。
【００２３】
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　なお、この実施の形態では、前記第１表示画面２００に表示する停止予定階表示２０４
を、省略することができる。
【００２４】
　以下、図２の表示装置の設置図と、図６の動作フローと、図３から図５及び図７から図
８に示す表示画面例を参照して、本発明に係る実施の形態を具体的に説明する。
【００２５】
　図２において、この実施の形態では、表示装置１６３として、長辺の長さＬ１を１８４
ｍｍ、短辺の長さＬ２を１３９．８ｍｍの大きさを備えた長方形状の薄型表示パネルを縦
長に配置する。なお、この実施の形態では、有効表示領域が１５３．７ｍｍ×１１５．８
ｍｍで、ドット構成は（６４０×Ｒ．Ｇ．Ｂ）×４８０ドットで、ドットピッチが０．０
７９×０．２３７、表示モードがノーマルホワイトのドットマトリックスカラーＴＦＴ、
ＬＣＤモジュルの使用のものを採用している。
【００２６】
　この実施の形態では、（１）表示装置１６３を出入口１６１の横に配置すること、（２
）表示装置１６３は立ち姿勢の利用者でも他の利用者の頭越しに視認ができるように、か
ご１６０の上方に配置する必要があること、（３）エレベータは上下に移動することなど
を考慮して、通常横長で使用される薄型表示パネルを縦長の配置で設置する。
【００２７】
　また、この種の薄型表示装置として使用される液晶表示パネルは、表示パネルの見る方
向で視野角が異なって設計されるものがある。この実施の形態では、これら一般に流通し
ている視野角の異なる表示装置をエレベータの表示装置１６３として採用することでコス
トを削減している。この発明者らは、エレベータで使用される表示装置が出入口１６１の
片側に偏って配置されることに着目し、前記視野角が異なって設計されている表示装置の
中から、一方の長辺側の視野角が狭く、他方の長辺側の視野角が大きい表示装置を選択し
、かご１６０の壁面側に視野角が狭く、対向する出入口１６３側に視野角が大きくなるよ
うに設置することを考案した。例えば、この実施の形態では、壁側が５０度、対向する出
入口が７０度、上下側が７０度に設定される。これにより、出入口１６１に対して表示装
置１６３と対向する側に位置の利用者の視認性を向上させることができる。
【００２８】
　また、この実施の形態では、上下方向に長い姿勢で表示装置１６３を設置する。一般に
、エレベータの利用者は、利用者自信が上下方向に移動すると認識しているので、表示装
置１６３に表示される情報をこの利用者の認識と一致させることで、見易い表示となる。
そこで、この実施の形態では、エレベータ塔１３０は上下方向に長いことに着目して、前
記認識を維持しつつ情報量を沢山表示できる縦姿勢の表示装置１６３を採用している。
【００２９】
　一方、予め設定されたセンサなどの入力信号に対応した情報は、文字情報などを含んで
いるので、横方向に長い表示領域が良好である。即ち、最近の日本文の文字情報や英文は
横書が一般的であるので、横に長いスペースが有効である。そこで、この実施の形態では
、前記縦姿勢の表示装置の表示画面を上下２分割して、その一方の横に長いスペースに入
力信号に関連した情報を表示させるようにした。
【００３０】
　更に、エレベータにおいては、現在位置と停止予定階及び移動方向は利用者が常に必要
な情報である。更に、利用者が見あげる位置に設置される表示装置において、下方位置に
表示される情報より、上方位置に表示される情報が見易い。そこで、この実施の形態では
、利用頻度の高い情報を第１の表示領域３０１に表示し、必要により表示される情報を第
２の表示領域３０２に表示させるようにしている。
【００３１】
　次に、図３から図５を参照して、第１表示画面の画面遷移を説明する。図３において、
この実施の形態では、第１表示画面２００を表示すると、縦長の表示画面の片側に現在位
置表示２０２と移動方向表示２０１を表示し、他の片側に停止予定階表示２０４を表示し



(6) JP 5167118 B2 2013.3.21

10

20

30

40

50

、縦長の表示画面の下端部にガイダンス表示２０３を表示する。この実施の形態では、移
動方向表示２０１を矢印表示としているので、前記現在位置表示２０２と移動方向表示２
０１は、（ａ）図に示すように、移動方向が上方であれば、現在位置表示２０２の上に移
動方向表示２０１を表示させ、移動方向が下方であれば、（ｂ）図に示すように前記表示
位置を反転して表示させる。
【００３２】
　また、ガイダンス表示２０３は、エレベータの動作状態に合わせて、エレベータ制御装
置１１０が記憶装置１１２に格納されたデータから選択して表示する。更に、停止予定階
表示２０４、入力装置１６４で操作されると、その入力されて登録された停止予定階が上
下方向に順に積層される。この表示状態を図４で説明する。
【００３３】
　図４において、この実施の形態は、１つの停止予定階表示２０４を矩形状のブロックと
して表示する。例えば、(ａ)図に示すように、利用者が入力装置１６４で「１７」の階操
作ボタンを操作すると、表示装置の左上に「１７」の数値が表示されるブロックを表示す
る。更に、１３、１４の階操作ボタンが操作されると、それらのブロックを積層するかた
ちで表示させる。ここで、階操作ボタンの操作がランダムに操作されても、前記停止予定
階表示２０４はビルのフロアーに沿って上方が高い階となるように整列して表示する。
【００３４】
　しかし、（ｂ）図に示すように、前記停止予定階表示２０４が多数登録されると、縦長
姿勢の表示装置１６３であっても、ブロックを積層表示することができなくなる。そこで
、この実施の形態では、登録された停止予定階表示２０４が所定数以上になると、（ｃ）
図に示すように、ブロックの表示を、通常のブロック表示である停止予定階表示２０５と
、この停止予定階表示２０５よりブロックの大きさが小さい停止予定階表示２０６に分け
て積層表示する。
【００３５】
　例えば、この実施の形態では、（ｂ）図に示すように５個以上の停止予定階が登録され
ると、通常のブロックの大きさで表示できないので、（ｃ）図に示すように、現在位置階
に近い停止予定階の所定数（この実施の形態では３つ）を通常のブロックの大きさで表示
させ、所定数より以上の停止予定階については、小さなブロックで表示する。
【００３６】
　なお、図４は、上方移動への表示で説明したが、下方移動の表示の場合は、停止予定階
表示２０５と２０６の位置を反転するように表示する。
【００３７】
　このように、第１の表示画面２００によれば、移動方向表示２０１と現在位置表示２０
２が大きく表示されるので、利用者が明確に、その内容を把握することができる。しかも
、エレベータの通常の利用形態に従って、操作盤１６２を介して停止階を指示すれば、そ
の停止階は、現在位置表示２０２の片側にビルのフロアー順序に従って積層表示されるの
で、認識しやすい。更に、停止予定階が多数になっても、現在位置に近い停止予定階は大
きく、遠い停止予定階は小さく表示されるので、利用者にとって、認識がしやすい。なお
、停止予定階表示２０６は小さく表示されて見づらい点もあるが、この停止予定階は、そ
の階に近づくと通常の大きさで表示されるので、障害となるものではない。
【００３８】
　次に、図５を参照して、エレベータの移動にともなう表示内容を説明する。利用者が停
止階を操作盤１６２を介して登録すると、（ａ）図に示すように、移動方向表示２０１と
現在位置表示２０２と停止予定階表示２０４が１つの表示画面に集中表示される。そして
、所定時間経過すると、エレベータ制御装置１１０は、ガイダンス表示２０３に、「ドア
が閉まります」と表示して注意を促して、ドアを閉めるように制御する。
【００３９】
　そして、ドアが閉まると、停止予定階表示２０４を運転状態表示２０７に切り替えると
ともに、ガイダンス表示２０３に次の停止予定階として「次は１０階です」との表示を行
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う。現在位置表示２０２は、かご１６０の位置に対応して、その表示内容が変化する。
【００４０】
　また、前記運転状態表示２０７は、矩形状の複数のブロックを積層させてビルのフロア
状態を模式的に示すように表示される。この運転状態表示２０７には、現在位置表示２０
２に対応するフロアブロック２０８が他のフロアブロックと区別可能に表示されるととも
に、停止予定階として登録されたフロアブロックの横に停止予定階マーク２０９が表示さ
れる。この停止予定階マーク２０９は、前記フロアー装置１５０で呼び出しが成されても
表示される。
【００４１】
　ここで、この実施の形態では、前記運転状態表示２０７の表示内容を（ｂ）図と（ｃ）
図の表示形式を初期設定において選択することができる。（ａ）図に示す表示形式は、第
１表示画面２００に積層表示可能な運転状態表示２０７のブロックを順次切り替えて行く
表示方法である。例えば、（ｂ）図では、フロアブロック２０８が「９」となっているが
、１０階を通り過ぎた時点で、運転状態表示２０７のブロックが「１１、１２、１３、１
４、１５」のブロック毎切り替わる。一方、（ｃ）図の表示方式は、運転状態表示２０７
のブロックの最下部（上方移動）または最上部（下方移動）に常にフロアブロック２０８
が表示される表示方法である。この他、（ｂ）図と（ｃ）図の中間の表示方式として、フ
ロアブロック２０８が運転状態表示２０７の中間位置にくると運転状態表示２０７のブロ
ックを半分ずらして表示するようにしてもよい。即ち、運転状態表示２０７の表示に当た
っては、フロアブロック２０８を含む形で随時、運転状態表示２０７のブロックを切り替
えまたはずらして表示するようにする。
【００４２】
　さて、前記エレベータ制御装置１１０は、登録された停止予定階に近づくまたは停止し
てドアを開ける場合は、（ｄ）図に示すように、ガイダンス表示２０３に「ドアが開きま
す」との案内を表示して利用者に注意を促して、ドアを開放する。
【００４３】
　次に、図６の動作フロー図及び図７、図８の画面例を利用して、特定の入力信号を受け
付けた場合の第２表示画面を説明する。
【００４４】
　図６において、この実施の形態では、エレベータ制御装置１１０が各種のセンサや操作
盤１６２などを介して入力信号を受け付けると（ステップ４００）、当該入力信号が第２
表示画面３００に対応した入力信号か否かを判定する（ステップ４０１）。この実施の形
態では、操作盤１６２に設けられる開放延長ボタンの操作信号、加重センサ１２１から重
量超過の入力信号、地震センサ１２４から規定値を超える入力信号、火災センサ１２３か
らの入力信号を第２表示画面３００の対応信号と設定している。
【００４５】
　エレベータ制御装置１１０は、前記４０１のステップにおいて、第２表示画面３００の
対応信号でないと判定した場合は、第１表示画面２００に表示された内容を修正する。一
方、ステップ４０１において、第２表示画面３００の対応信号であると判定した場合は、
第１表示画面２００から第２表示画面３００に画面内容を切り替える。切り替えるにあた
っては、瞬時に切り替えることでもよいが、この実施の形態では、第１表示画面２００が
上方に向かって徐々に圧縮されて第１の表示領域３０１に大きさになり（ステップ４０４
）、この圧縮動作にともなって、徐々に拡張する第２の表示領域３０２に入力信号に対応
した情報３０３を前記記憶装置１１２から読み出して表示する（ステップ４０５）ことに
より、利用者に、表示内容が変わったことを意識させ、前記上方３０３に注意を喚起させ
ることができる。
【００４６】
　さて、エレベータ制御装置１１０は、前記入力信号の処理が終了したかを判定し（ステ
ップ４０６）、終了した場合は第２表示画面３００から第１表示画面２００に画面を切り
替えて終了する（ステップ４０７）。一方、ステップ４０６において処理が終了していな
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ければ、ステップ４０５に移行する。この実施の形態では、図６に示すステップを順次繰
り返して表示装置１６３に各種の情報を表示する。
【００４７】
　次に、図７、図８を参照して、図６に示す第２表示画面３００の表示内容を更に具体的
に説明する。
【００４８】
　図７において、（ａ）図は、加重センサ１２１から規定重量以上の信号が有った場合の
表示画面を示してしる。エレベータ制御装置１１０は、加重センサ１２１から前記入力信
号を受け付けると第２の表示領域に「満員です。あとからお乗りの方は降りてください」
との文字情報３０３ａを記憶装置１１２から呼び出して表示する。これに対して、エレベ
ータ制御装置１１０は、加重センサ１２１から規定重量以上の信号がなくなった場合は、
第１の表示領域を下方に伸ばして、元の第１表示画面２００の画面に戻す。
【００４９】
　また、（ｂ）図の第２表示画面３００は、操作盤１６２から開閉延長ボタンが操作され
たとの入力信号を受けた場合の表示画面を示している。この場合は、第２の表示領域に「
開放中」との文字情報３０３ｂに加えて、タイムバー３０３ｃを表示する。このタイムバ
ー３０３ｃは、例えば、時間経過とともに左から右に向かって徐々に斜線部が増えて行く
ように、エレベータ制御装置１１０が図示しないタイマを介して時間をカウントして表示
内容を変化させ、所定時間が経過すると、第１表示画面２００に画面内容を切り替える。
【００５０】
　また、図８（ａ）図は、火災センサ１２３から入力信号が受け付けられた場合の第２表
示画面３００を示している。この場合の第２の表示領域３０２には「火災です。ドアが開
いたら下りてください」との文字情報３０３ｄが表示される。なお、地震センサ１２４か
らの入力信号でも、この（ａ）図と同等な表示内容を表示する。
【００５１】
　一方、前記説明では、予め設定された入力信号に基づいて、第１表示画面から第２表示
画面に表示内容を切り替えると説明したが、更に特定な入力信号においては、第３表示画
面３２０を表示してもよい。例えば、操作盤１６２に設けたインターホンあるいは緊急呼
び出しボタンが操作されて、この信号を、エレベータ制御装置１１０が受け付けると（ｂ
）のような第３表示画面３２０を表示する。例えば、（ｂ）図の場合は、インターホンが
操作された場合の事例である。この場合、エレベータ制御装置１１０は、画面上部に現在
位置表示２０２と移動方向表示２０１を表示し、中段に現在の処理状況３２１、下段にガ
イダンス情報３２２を表示する。処理状況３２１には、エレベータを停止させている「停
止」情報を最初に表示し、次に、センタ５１を呼び出している「呼び出し」情報、更に、
センタ５１と通信回線が開通したら「応答」情報を表示する。更に、前記処理状況３２１
の表示内容にともなって、その案内をガイダンス情報３２２に表示する。
【００５２】
　また、この実施の形態では、前記第１表示画面２００に表示する停止予定階表示２０４
を、省略することができる。具体的には、表示装置と停止階入力部とを備えた操作盤と、
各種のセンサおよび前記操作盤と接続され、前記表示装置に情報を表示させる制御部とを
備えたエレベータのかご内の情報表示装置であって、前記表示装置は、表示装置の全画面
を表示領域とする第１表示画面と、上下に分割された第１の表示領域と第２の表示領域と
から構成される第２表示画面とを表示可能であり、前記制御部は、前記第１表示画面では
現在位置表示と移動方向表示とを表示させ、予め設定された入力信号に基づいて、前記第
１表示画面から第２表示画面に変更し、前記第１の表示領域に現在位置表示と移動方向表
示とを表示させ、前記第２の表示領域３０２に前記入力信号に関連する情報を表示する。
これにより、１つの情報表示装置に、かごの現在位置および各種のサブ情報を効率よく表
示できるエレベータのかご内の情報表示装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
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【図１】エレベータシステムを模式的に示したシステム構成図である。
【図２】表示装置の設置図である。
【図３】第１表示画面の画面遷移を説明図である。
【図４】第１表示画面の画面遷移を説明図である。
【図５】第１表示画面の画面遷移を説明図である。
【図６】画面切り替えの動作フロー図である。
【図７】第２表示画面の画面遷移を説明図である。
【図８】第２表示画面の画面遷移を説明図である。
【符号の説明】
【００５４】
５０…ネットワーク、５１…センタ、１００…ビル、１１０…エレベータ制御装置、１１
１…統括制御部、１１２…記憶装置、１１３…電源部、１１４…通信装置、１２０…位置
検出器、１２１…重量センサ、１２２…開閉センサ、１２３…火災センサ、１２４…地震
センサ、１２５…調速機、１３０…エレベータ塔、１３１…駆動モータ、１３２…昇降装
置、１６０…かご、１６１…出入口、１６２…操作盤、１６３…表示装置、１６４…入力
装置、１６５…かご制御部、１５０…フロアー装置、１５１…呼出ボタン、１５２…到着
表示部、２００…第１表示画面、２０１…移動方向表示、２０２…現在位置表示、２０３
…ガイダンス表示、２０４…停止予定階表示、３００…第２表示画面、３０１…第１の表
示領域、３０２…第２の表示領域、３０３…情報。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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